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' 
は じ め に

メロン栽培において,セル成型苗の利用は省力化に有効
な技術である。しかし,セル成型苗は苗密度が高く,根域
も制限されているため,移植適期が短く,苗の老化により
生育遅延等の障害が生じやすいという問題点がある。

移植適期のセル成型苗の貯蔵が可能になれば,移植日が
ずれることがあっても,適期苗を移植できるものと考えら
オιる。

筆者らは,移植適期直前のセル成型苗を低温条件で貯蔵
し,貯蔵の温度と日数が苗質及び生育・収量に及ぼす影響
について検討した。

2試 験 方 法

(1)試験場所
試験は,青森県農業試験場砂丘分場内で行った。育苗は
ガラスハウス,苗貯蔵は低温貯蔵庫,栽培は実験圃場 (砂
丘未熟土)で行った。
12)耕種概要
作  型 :ト ンネル早熟栽培
仕立方法 :子づる2本はい栽培 1株 4果どり
品  種 :タ カミ
セルトレイ 172穴40φ発泡スチロール製セルトレイ

培  土 :与作N15に マイクロロング70日 タイプを 5
g/″ 培土混和

栽植距離 :株間07m,条間27■
施 肥 量 :全量基肥 (kg/a)N15,P,0,14,K20

15(ロ ング70日 タイブ :CDU-1:1)
か ん 水  :マルチ下チューブかん水
6)試験条件
貯蔵条件は,5℃又は10℃の低温貯蔵とし,40W型 自色

1       1
蛍 光 灯

蛍光灯を用いて,1001ux程度の補光を 1日 あたり12時間
行った。また,貯蔵中は無かん水とし,冷却風を除けるた
めのトンネル被覆を行った。

貯蔵苗の播種から定植までの管理は,播種後22～23日間
育苗した苗を貯蔵庫で規定日数貯蔵し,ガラスハウスで 3
～2日剛1化 した後に定植することとした。すなわち,播種
から定植まで,貯蔵中を除いて25日 間ガラスハウス内での

育苗とした。

に)試験規模
育苗 :1区 1ト レイ, 1区制
栽培 :1区21壼 (10株 ), 1区制
6)試験区の構成

“

)試験 1 セル成型苗の貯蔵温度 (1997年 )

10℃ 6日 5/5 5ノ/28～6/1(5日 間)10℃  ″  ″
30日育苗 5/5      -      ―  ″  ″

曖)試験 2 セル成型苗の貯蔵期間 (1998年 )

5日

10日貯蔵
15日貯蔵
25日貯蔵
30日貯蔵 4/11     -      ―

4/64/29～ 5/8(10日間) ″  ″  ″
4/24/24～ 5/8(15日間) ″  ″  ″
4/16    -     ―  ″  ″

3 試験結果及び考察

(D 試験 1 セル成型苗の貯蔵温度
貯蔵期間を5日 間とし,貯蔵温度が 5℃及び10℃の条件
がセル成型苗の苗質及び生育・収量に及ぼす影響を検討し

た。

5℃ 5日 区及び10℃ 5日 区の貯蔵苗は,30日 間育苗した

30日育苗区に比較して,草丈,葉数,第一葉幅が低い値と
なった。これは,貯蔵期間中の生育が抑制されたことを示
唆している。ただし,5℃ 5日 区では,根の褐変や地上部
のしおれ症状,褐色の斑点が本葉に発生するなど苗質の低
下がみられた。一方,10℃ 5日 区は,葉色値が30日育苗区
より低かったが苗質に異常は認められなかった (表 1)。

本圃定植後,5℃ 5日 区及び10℃ 5日 区の初期生育は ,

30日育苗区に比べて低く推移し,平均開花日は3日 程度の

遅れとなったが,両性花着生率は良好であった (表 2)。
5℃ 5日 区及び10℃ 5日 区の収穫物の外観品質は,30日

トンネ

図 1 貯蔵中の模式図
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育苗区に比べて同等若しくはそれ以上となった。ただし,

5℃ 5日 区の Brix示度が低いのは原因不明である (表 3)。

表 1 定植時の苗質等

区 名 草丈 葉数
霙亀 稽
,   備   考

(m)(枚 )(cn)

10℃ 5日 189 21 66425異 常なし
30日育苗 19625 69495
注 Z:「葉色値Jは ミノルタSPAD-502に よる第 1
葉 3か所の平均計測値。

表2 定植 1か月後の生育,着果特性

つる長 同 葉数

1日程度早まった。苗質の低下が活着不良や欠株となるこ

とが心配されたが,各区とも順調に生育した。また,両性
花着生率も問題のない範囲であった (表 5)。

収穫物品質は,10日 貯蔵区で一果重が劣ったが, 5日 貯

蔵区及び15日貯蔵区では,無貯蔵苗区とはぼ同程度であっ

た (表 6)。

表4 貯蔵前後の苗質
(上段 :貯蔵直前,下段 :貯蔵後)

区 名 草丈 葉数
巽僧 稽
争   備   考

(m)(枚)(cm)
5日貯蔵
10日貯蔵
15日貯蔵
25日貯蔵
30日貯蔵

197
128
184

388
370 かん水不足による生育遅延
390

同 両性花 平 均 着果
CV′ 着生率'開花日 節位

薔

苗

蔵

蔵

貯

貯

無

無
C Vy

(m) (%) (枚 ) (%) (%)(7月 0日)(節 )
5℃ 5日 1860 44 207 56 96 129 H6
10'35 日  1860  80  208  7 1   96   130  11 9
30日育苗 2071 27 226 43 88 109 118
津 y:C Vは 変異係数
Z:「両性花着生率」は11～ 15節内の着生率

表3 収穫物品質等

区 名 果径 (cm)一果重 Brix示度 着果率′ 収量

10℃ 5日  160 154 1923  151   90   366
30日育苗 153150 1715  151  100  363
注 Z:「着果率」は、日標着果数に対する実際の着果
数の百分率。

12)試験 2 セル成型苗の貯蔵期間
貯蔵温度を10℃ として,5日 間貯蔵,10日 間貯蔵及び15
日間貯蔵の条件がセル成型苗の苗質及び生育・収量に及ぼ

す影響を検討した。

貯蔵前後の草丈は,5日貯蔵区で0 9cm,10日 貯蔵区で1
3m,15日貯蔵区で1 6cI増加した。葉数は,0～ 04枚の増
加量であった。停電による24時間程度の冷却装置の停止時

間があったため,こ れらの苗質の変化に少なからず影響が

あったと推察される。しかし,25日育苗区と30日育苗区の

苗質を比較して,5日 間の育苗中に草丈1 3ct,葉数が10
枚増加しているのに対して,貯蔵区の増加量はなかった。
また,葉色値は2～ 3程度低下した。
低温貯蔵による苗質の低下は貯蔵10日 目から見え始め

,

10日貯蔵区では,根の褐変と極弱いしおれが観察された。
15日貯蔵区では,じおれの程度が強くなり,本葉葉縁部の

褐変や子葉の黄化がみられ,通常のセル成型苗に比べて苗
質が著しく劣った (表 4)。

本固定植後の初期生育は,10日 貯蔵区が育苗時の生育遅

延により最も劣った。 5日貯蔵区及び15日貯蔵区は,定植
適期植えとなる25日育苗区よりは劣るが,老化苗に近い30
日育苗区よりわずかにまさった。平均開花日は,貯蔵区が
25日 育苗区に比べて 1～ 2日程度遅れ,30日 育苗に比べて

注 2:表 1と 同じ。

表 5 定植 1か月後の生育と欠株率及び着果特性

区 名 つる長 同  葉数  同 欠株率両性花 平 均 着果
CV'    CV'    着生率'開花日 節位

5日貯蔵 772 53 118 68 0  80 271 146
10日貯蔵 686 120 111 117 0  98 276 135
15日貯蔵 732 108 120 75 0  92 278 145
25日貯蔵 887   89 125   64   0    90  259  133
30日貯蔵 720 114 112 107 0  80 287 143
注 y,z:表 2と 同じ。

表6 収穫物品質等

区 名 果径 (cm)一果重 Brix示度着果率' 収量
たて よこ_(g) (%) (%)(kg/a)

5日貯蔵 20626 79
10日貯蔵 141 21 47
15日貯蔵 20028 70
25日貯蔵 20021 77
30日貯蔵 21331 78

368
349 根掲変.極弱いしおれ
348 根掲変.しおれ 葉縁掲変,子葉黄化
372
406

たて よこ (g) (%) (%)(kg/a)
5℃ 5日  162 155  2070    138     95~~~~ 416 (m) (%) (枚 ) (%) (%) (%)(6月 0日)(節 )

5日貯蔵 139131 1382  151   85  249
10日貯蔵 134 125 1212  150   100   257
15日貯蔵 145131 1466  150  85  264
25日貯蔵 149133 1514  150  90  288
30日貯蔵 137129 1364  151  100  289
注 Z:表 3と 同じ。

4 ま  と  め

移植適期直前のセル成型苗を低温条件で貯蔵し,貯蔵の

温度と日数が苗質及び生育・収量に及ぼす影響について検

討した。その結果,10℃ 以下で苗の生育は抑常1さ れ, 5℃
では5日 間,10℃ では15日 以上貯蔵した苗に苗質の著しい

低下がみられた。また,5℃で5日 間,又は10℃ で 5～ 15
日間貯蔵した苗は,無貯蔵苗に比べると初期生育がやや劣
り,平均開花日は無貯蔵苗と同程度から2日程度遅れる傾

向があったが,両性花着生率及び収穫物品質等は無貯蔵苗
と同程度であった。
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